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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光出射側に形成されたレンズ構造と、
　光入射側の光入射面に形成された複数の凸部及び複数の凹部とを有し、
　前記複数の凸部は、前記光入射面の所定の位置に形成されている、
　レンズ。
【請求項２】
　前記レンズ構造は、同心円環状に突出する複数のレンズ部であり、
　前記複数の凸部は、前記レンズの光軸方向において、隣り合う２つの前記レンズ部の境
界領域と重なる位置に形成されている、
　請求項１に記載のレンズ。
【請求項３】
　前記複数の凸部は、前記光入射面の内側領域及び外側領域のうち前記外側領域に位置す
る前記境界領域に形成され、
　前記複数の凹部は、前記光入射面のうち前記複数の凸部が形成されていない領域に敷き
詰められるように形成されている、
　請求項２に記載のレンズ。
【請求項４】
　前記レンズ部の光制御面から出射する光の前記レンズの中心に対する出射角をαとする
と、
　前記内側領域と前記外側領域との境界は、３°≦α≦１０°を満たす位置にある、
　請求項３に記載のレンズ。
【請求項５】
　前記複数の凸部の各々の表面は、凸球面であり、
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　前記複数の凹部の各々の表面は、凹球面であり、
　前記凸球面の半径中心と前記光入射面に接する前記凸球面の幅の外側点との直交角をθ
１とし、光源からの光が前記外側点に入射する入射角をθ２とすると、前記凸球面の曲率
半径及び幅は、θ１＞θ２の関係を満たすように設定され、
　前記凹球面の半径中心と前記光入射面に接する前記凹球面の幅の内側点との直交角をθ
３とし、前記光源からの光が前記内側点に入射する入射角をθ４とすると、前記凹球面の
曲率半径及び幅は、θ３＞θ４の関係を満たすように設定されている、
　請求項２～４のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項６】
　前記レンズの径方向に並ぶ前記複数の凸部のピッチをＰ１とし、前記複数の凸部の各々
についての前記径方向の幅をＷ１とし、前記径方向に並ぶ前記複数の凹部のピッチをＰ２
とし、前記複数の凹部の各々についての前記径方向の幅をＷ２とすると、
　０．１≦Ｐ１／Ｗ１≦２．０、かつ、０．１≦Ｐ２／Ｗ２≦２．０の関係を満たす、
　請求項２～５のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項７】
　前記複数の凸部は、環状に配列され、
　前記複数の凹部は、環状に配列され、
　環状に配列された前記複数の凸部と環状に配列された前記複数の凹部とは、同心円状に
形成されている、
　請求項２～６のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項８】
　前記環状に配列された前記複数の凸部と環状に配列された前記複数の凹部とは、前記レ
ンズの径方向に、所定範囲内のピッチで形成されている、
　請求項７に記載のレンズ。
【請求項９】
　環状に配列された前記複数の凸部及び環状に配列された前記複数の凹部のいずれか一方
において、周方向に配列された前記複数の凸部又は前記複数の凹部は、異なるピッチで配
列されている、
　請求項７又は８に記載のレンズ。
【請求項１０】
　前記複数の凸部は、前記光入射面の外周領域に形成されている、
　請求項１に記載のレンズ。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のレンズと、
　前記レンズの前記光入射面に対向して配置された光源とを備える、
　照明器具。
【請求項１２】
　さらに、前記レンズの光出射側に配置された筒状部材を備える、
　請求項１１に記載の照明器具。
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